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非常勤講師 田 中 達 也

は じ め に

本 論 は オ ー ス トリア連 邦 共 和 国(以 下 オ ー ス

トリア)の 教 育 制 度 につ い て 述 べ た 論 文 で あ る 。

この論 文 を書 こ う と思 っ た きっ か け は、2008年

3月 に イ ンタ ビ ュ ー を した ク ラ ー ゲ ン フル ト大

学(Universit舩Klagenfurt)教 授 で 、 オ ー ス

トリア 高 等教 育 研 究所(Hochschulforschung)

所 長 の ハ ンス ・ペ ヒ ャー ラ(HansPechar)氏

が 、 「オー ス トリ ア の教 育 制 度 を知 らず して 、

オ ー ス トリア の教 育 に つ い て議 論 をす る こ と は

難 しい」 と言 わ れ た こ とで あ る。 つ ま り、 何 ら

か の形 で オ ー ス トリア の教 育 制 度 を ま とめ る必

要 が あ る と考 え た の で あ る。

オ ー ス トリア の教 育 に つ い て の先 行 研 究 を調

べ て み る とそ の量 は 非常 に少 な い。 そ の理 由 と

して は人 口 が800万 人 程 度 の 小 国 で あ る こ とが

上 げ られ る 。 また 、使 用 言語 は ドイ ツ語 で 、 ナ

チ ス ・ドイ ツ に 一 時併 合 され た こ と もあ り、 日

本 人 に とっ て オ ー ス トリア は ドイ ッ の一 部 とみ

な され が ち な こ ともあ る。しか し実 際 には 、オ ー

ス トリア の教 育 制 度 は 複 線 型教 育 制 度 を取 る と

い う点 で は ドイ ッ と一 致 す る もの の 、 そ の 中 身

は全 く異 な る もの で あ る。 例 え ば 、 ドイ ツ の 中

等 教 育段 階 は3つ に分 か れ るの に対 し、 オ ー ス

トリア で は 大 き く2つ に分 か れ る とい っ た具 合

で あ る。

本 研 究 は、2008年3月 に オ ー ス ト リ ア の

ウ ィー ン で 行 っ た イ ン タ ビュ ー(1)と 日本 語 ・

ドイ ツ語 の 先 行研 究(2)を 元 に して述 べ る。オ ー

ス トリ アの 教 育 の概 略 は 次 々 頁 の 図 の通 りで あ

り、 大 き く就 学 前 教 育 、 初 等 教 育(4年 間)、

前 期 中 等 教 育(4年 間)、 後 期 中 等 教 育(4・

5年)、 中 等 後 教 育 、 高 等 教 育 に分 け る こ と が

で きる。 また 、様 々 な省 が 関与 して い る。 具 体

的 に は、 就 学 前教 育 につ い て は 連邦 社 会 ・消 費

者 保 護 省(Bundesministeriumf�Sozialesund

Konsumentenschutz)が 、初 等 ・(職業 学校 を除 く)

中等 教 育 につ いては連 邦教 育 省(Bundesministe-

riumf�Unterricht,KulturundArt,BMUK)が 、

高等 教 育 を連邦学 術 研 究 省(Bundesministerium

f�WissenschaftundForschung,BMWF)が 管

轄 してい る(3)。 例 外 的 に職 業 学 校 のみ は、連 邦

経 済 労働 省(Bundesministeriumf�Wirtschaft

undArbeit)が 管 轄 して い る。 各 学 校 の生 徒 数

は基 本 的 に2006・07年 段 階 の統 計 を も とに して

い る。

1.就 学 前 教 育

ま ず、0歳 か ら5歳 の 児 童 を対 象 と した、 義

務 で はな い就 学 前 教 育 機 関 か ら始 ま る。そ れ は、

幼 稚 園(Kindergarten)、 託 児所(Krippen)、

学 園(Horte)と 年 齢 混合 施 設(Altersgemischte

Einrichtungen)か ら成 っ て い る。4つ の 教 育

機 関 の 峻別 をす る と、 幼 稚 園 ・学 園 は子 ど もが

3歳 に な らな けれ ば預 け る こ とが で きな い の に

対 し、託 児 所 ・年 齢 混 合 施 設 は0歳 か ら子 ど も

を 預 け る こ とが で き る。 学 園 は幼 児 園 よ り も保
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護者 と別れて生活する時間が長い子どもを対象

とする、 より託児所に近い教育機関である。年

齢混合施設は年齢を問わずに子 どもを預かる施

設である(4)。これ らの施設は、幼児の精神的 ・

肉体的発達に必要な遊びの場所と仲間を与え、

進学後に必要となる社会性を身につける場であ

る(5)。設置主体については、幼稚園では公立の

学校の割合が高 く(約75%)、 学園 ・年齢混合

施設では私立の割合が高い(約60%)。 どの学

校に行 くのかについては、基本的には保護者の

意向が尊重される。就学前教育は歴史的に学校

教育ではなく社会教育と見なされてきたため

(6)、他の教育段階と別の連邦社会 ・消費者保

護省が管轄 している。

2006年 段階では、全児童279,554人 中、幼稚

園が195,049人 と大半を占めている。次に多い

のが学園で、46,586人 である。そして、年齢混

合施設の21,368人 、託児所の16,551人 となって

いる。同様に年齢別に通園率を見ると、0歳 か

ら2歳 までが10%、3歳 児が約70%、4・5歳

児が約90%と なっている。近年の特徴として幼

稚園児童の減少 と年齢混合施設通園者の増加、

そして全般的な就学前教育への通園率の増加が

挙げ られる。幼稚 園児 は2000年 の212,213人 を

境に減少を続けている。それに対 し、1990年 代

に設置が認め られた年齢混合施設の通園者は

2000年 の4,918人か ら増加を続けている。また、

通園率の増加についても、例えば3歳 児は1995

年では45%で あったのだが毎年増加を続けてい

る(7)。他年齢の児童 も若干ながら増加をして

いる。これは共働 きの家庭が増加 していること

を示す ものである。

2.初 等 教 育(4年 間)(Prim舐stufe)

1962年 成 立 の 学 校 組 織 法(Schulunterrich-

tsgesetz)で 、 オ ー ス トリ ア の6歳 か ら15歳 の

す べ て の子 ど もは義 務 教 育 を受 け な け れ ば な ら
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ない、とされている。そのため、6歳 のほとん

どの子どもは4年 間の国民学校(Volksschule)

に通う。この時期に、読み ・書 き・計算の基礎

を学習する義務的科 目とともに、社会、宗教、

スポーツ、音楽の授業を受ける。また、第3学

年から外国語が必修であり、第4学 年には、聖

歌、器楽、表現、演劇、身体訓練などが選択教

科として加わる(8)。週5日 または6日 、(原 則

として)午 前中に授業が行われる。ただし、最

近は ドイッ と同様 にオース トリアで もPISA

ショックの影響を受け、従来の(午 前中で授業

が終わる)半 日制学校を全 日制学校にするべ き

かどうかという議論が行われている。

学年は、9月 から1月 の秋学期 と、2月 から

6月 の春学期の2学 期に分かれており、学期末

に学期成績表が,年 度末に学年成績表が出され

る。成績は1か ら5の 数字で表示 される。1が

秀(sehrgut)、2が 優i(gut)、3が 良(befriedi-

gend)、4が 可(gen�end)、5が 不可(nicht

bestanden)を 意味している。義務的科 目で不

可が1つ でもあるとその学年を再履修 しなけれ

ばならない。第4学 年を修了した児童は、義務

教育修了後に就職を目指す生徒のための基幹学

校か、大学進学を目指す一般教育高等学校下級

段階かに進学する(10)。基本的に保護者の意向

で進路が決まるのであるが、教師も保護者に助

言を行うことである程度関与する(11)。

初等教育段階では国民学校の他に、心身障害

者のための学校 として特殊学校(Sonderschule)

が用意されている。オース トリアの学校教育は

一般的に25人1学 級であるのだが、特殊学校の

みは2人 の教師が14人 の生徒 を教えている。年

限は通常4年 間であるが、学校 によっては義務

教育機関の9年 間の履修が可能である(12)。特

に優i秀な生徒は後期中等教育段階の職業学校に

進学することも可能である(13)。
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図 オース トリアの教育制 度(9)

3.前 期 中 等 教 育(4年 間)

(Sekund舐stufeUnterstufe)

前 期 中等 教 育 段 階 は、 一 般 教 育 高 等 学校 下 級

段 階(Allgemeinbildendeh�ereSchuleUn-

terstufe)(14)と 基 幹 学 校(Hauptschule)か ら

な る。 と もに4年 制 の 学 校 で あ る。 そ れ ぞ れ の

比 率 は第5学 年(前 期 中等 教 育 最 初 の 学 年)で

は、 基 幹 学 校 が64.7%、 一 般 教 育 高 等 学 校 が

32.5%、 特 殊 学校 が1.7%、 そ の他 が1.1%と な っ

て お り、 大 学 進 学 を 目指 す 一 般教 育 高等 学 校 の

比 率 が 比 較 的 少 な い よ う に 見 え る。 しか し

1980・81年 で基 幹 学 校74.1%、 一 般 教 育 高 等 学

校22.0%で あ る こ とか ら見 る と、 そ の 割 合 が 次

第 に増 え て い る と言 え る(15)。そ の事 実 に つ い

て ペ ヒャ ー ラ教 授 は、 「1950年 代 に は 、 ギ ム ナ

ジ ウム(一 般 教 育 高 等 学 校 の 別 称)へ の進 学 者

は 約5%で 、 ハ ウ プ トシ ュー レへ の進 学 者 は約

95%で あ っ た こ と を考 えれ ば大 き く変 わ っ た」
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と述べていた。これは大学進学コースへの道は

時代が経つ とともに広 くなりつつあることを意

味する。 しかし一方で教授は 「オース トリアの

教育制度では、中等教育入学段階で大学へ進学

するエリー ト層 と学校卒業後に就職する非エ

リー ト層に二分する構図になっている」と言及

し、オース トリアもドイツと同様に第5学 年で

事実上進路は決まるとしていた。このように10

歳の時点で子 どもの将来の進路が決められてし

まうことが問題点である。

1)一 般教育高等学校下級段階

一般教育高等学校下級段階の前半の2年 間は

観察期間(オ リエンテーション段階)と 呼ばれ、

基幹学校 と共通の教育が行われる。後半の2年

間は、能力や適性に合わせ、ギムナジウム、実

科ギムナジウムの2つ のコースに分かれる。必

修教科はほぼ同じであるが、ギムナジウムでは

ラテン語、実科ギムナジウムでは、幾何 ・数学 ・

物理 ・工作が必修教科になる。成績評価は国民

学校 と同じ5段 階である(16)。

一般教育高等学校下級段階を卒業した生徒の

進路は大きく分けて2つ に分かれる。それは、

一般教育高等学校上級段階と高等職業教育学校

である。卒業生の進路は、上級段階への進学者

61.1%、 高等職業教育学校28.6%、 職業教育中

等学校1.6%、 職業学校0.9%、 総合技術 学校

0.5%、 教師教育の高等学校(17)1.7%、留年者が

5.4%と なっている(18)。6割 の卒業生 は上級段

階に進学 し、3割 の卒業生が高等職業教育学校

に進学する。そして成績のあまり良 くなかった

若干名は中等職業教育学校や総合技術学校 ・職

業学校に進む。

2)基 幹学校

基幹学校は、卒業後に就職するための準備教

育 と位置づけられているが、教育内容は一般教

育高等学校下級段階と同等の一般教養的な科目
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を中心に組み立てられている。各クラスに担任

はいるが、授業は専門の教科担当教員が行 う。

特に、基幹学校は トルコ系 ・アラブ系を中心 と

する移民の子どもが多いため、国語 ・外国語 ・

数学では3段 階の能力別クラスが編成される。

成績評価は国民学校 と同様である(19)。

基幹学校 を卒業すると、多 くの生徒は1年 聞

の職業準備 コース(総 合技術学校)を 経る(デ ュ

アルシステムの)職 業学校か中等職業教育学校

かに進学する。優秀な卒業生は高等職業教育学

校に進学し、より優秀な者は一般教育高等学校

上級段階に編入する。卒業生の進路の内訳は、

一般教育高等学校6 .0%、 高等職業教育 学校

26.3%、 中等職業教育学校20.7%、 職業 学校

7.8%、 総合技術学校27.8%、 教師教育 の高等

学校1.6%、 留年者8.7%と なっている(20)。大部

分の卒業生は3つ の職業系学校 と総合技術学校

に進学する。一般教育高等学校上級段階への進

学率が少ないことは、前述 したペヒャーラ教授

の主張を裏づけるものとなっている。

4.後 期 中 等 教 育(4～5年)

(Sekund舐stufeOberstufe)

後期 中等 教 育 の教 育機 関 は大 き く4つ に分 け

る こ とが で きる 。 そ れ は一 般教 育高 等 学 校 上 級

段 階(Allgemeinbildendeh�ereSchuleObers-

tufe)、 高 等 職 業 教 育 学 校(Berufsbildende

h�ereSchulen)、 中 等 職 業 教 育 学 校(Berufs-

bildendemittlereSchulen)、 総 合 技 術 学 校

(PolytechnischeSchulen)で あ る。第9学 年(後

期 中等教 育へ の入 学 年)の 生徒 の比 率 は 、 一 般

教 育 高 等 学 校24.3%、 高 等 職 業 教 育 学 校

32.4%、 中 等 職 業 教 育 学 校20.2%、 総 合 技 術 学

校23.1%と な っ て い る(21)。大学 進 学 に 直 結 す る

一 般教 育 高 等 学校 へ の 進 学 率 が4分 の1に も満

た ない こ とは 、全 日制 高校 を基 本 とす る 日本 の

高 等 学校 との 大 きな 違 い で あ る。
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1)一 般 教 育 高 等 学 校 上 級段 階

一 般 教 育 高 等 学 校 上 級段 階 は4年 制 の 学校 で

あ り、 日本 の 高 校 に 相 当 す る 。 内 部 は3つ の

コー ス に分 か れ てい る。 そ れ は 、 一 般教 育 高 等

学 校 上 級 段 階 通 常 課 程(Allgemeinbildende

h�ereSchulen,Langform-Oberstufe)、 実 科

ギ ムナ ジ ウ ム(Oberstufenrealgymnasien)、 夜

間ギ ムナ ジ ウム(Gymnasienf�Berufdt舩ige)

で あ る。 各 コ ース の 生 徒 数 は 、 通 常 課 程 が

87,054人 中58,992人(67.8%)と3分 の2以 上

を 占め てい る。 次 に多 い の が 、 実科 ギ ム ナ ジ ウ

ム で23,813人(27.4%)で あ り、残 りが 夜 間 ギ

ム ナ ジ ウ ム で あ る(22)。

通 常 課 程 と実 科 ギ ム ナ ジ ウム との 違 い は カ リ

キ ュ ラ ム 内容 で あ る。 前 者 はギ リ シ ア語 と第2

外 国語 が 必 修 科 目に加 わ るの に対 して 、 後 者 は

高 度 の数 学 と幾 何 、 ラ テ ン語 か 第2外 国 語 、 生

物 、 環 境 学 、 化 学 、 物 理 が 必 修 科 目 に加 わ る。

前 者 が 伝 統 的 な カ リキ ュ ラ ム編 成 で あ るの に対

して、 後 者 は理 系 の科 目重 視 で よ り実 学 に近 い

カ リ キ ュ ラ ム に な っ て い る(23)。夜 間 ギ ム ナ ジ

ウ ム は、 大 学 に進 学 で きず に就 職 した社 会 人 を

対 象 に した ギ ム ナ ジ ウ ムで あ る。 次 に各 ギ ムナ

ジ ウ ム の共 通 事 項 につ い て述 べ る。 学校 は週6

日で、 成 績 評 価 は 国民 学 校 と 同 じ く5段 階 評 価

で行 わ れ、 必 修 科 目で不 可 が あ る と留 年 す る。

修 了試 験(Matura,マ トゥー ラ)は 、 国 家 試 験

資格 で あ り大 学 入 学 資格 で あ る と 同時 に、 中級

管 理 職 者 の た め の 資格 で もあ る。

最 後 に、 第9学 年(入 学 年)の 一 般 教 育 高 等

学 校 上 級 段 階 へ の 入 学 者 の 出 身 学校 に つ い て見

る。 内訳 は 、一 般教 育高 等 学校 下級 段 階68.2%、

基 幹 学 校15.8%、(留 年 に よ る)2年 目8.1%、

職 業 訓 練2.6%と な って い る(24)。特 徴 と して は

基 幹 学 校 出 身 者 の 占 め る割 合 が15%と 少 な い こ

とで あ る。 一 般教 育 高 等学 校 の 目的 は、 生 徒 に

マ トゥー ラ を得 させ て大 学 に進 学 させ る こ とで

あ る が 、基 幹 学校 出 身者 の全 体 に 占 め る割 合 が

4分 の1以 下 と低いことを見ると、第5学 年の

時点で基幹学校に入学 した者が大学に進学する

ことは容易なことではないことがわかる。

2)高 等 職 業 教 育 学 校

高等 職 業 教 育 学 校 は5年 制 の 全 日制 の 学校 で

あ る。 最 終 学 年 で一 般 教 育 高 等 学校 と同 じ修 了

試 験(マ トゥー ラ試 験)に 合 格 す れ ば 、 高 等 教

育 機 関 に進 学 す る こ とが で き る。 一 般 教 育 高 等

学 校 よ り も生 徒 数 が 多 い 反 面 、 総 合 大 学 ・専 門

大 学 に進 学 す る高 等 職 業 教 育 学校 の 卒 業 生 の 割

合 が42%程 度 と少 な い(25)こ とは 、 卒 業 後 に 進

学 を しな い で就 職 す る者 が 多 い と言 う こ とが で

き る。 つ ま り、 彼 らはマ トゥー ラ を大 学 入 学 資

格 と して で は な く、 職 業 資 格 と見 な して 卒 業 後

に 就 職 を す る 。教 育 内容 は、や や 高 度 な 一 般 教

育 と学 校 型 の職 業 教 育 が 行 わ れ る。 入 学 方 法 は

適 性試 験 によって行 われ る(26)。

高等 職 業 教 育 学 校 は、4種 類 の 学校 か らな っ

て い る。 そ れ は、 高 等 技 術 学 校(Technisch

gewerblicheh6hereSchulen)、 高 等 商 業 学 校

(Kaum舅nischeh�ereSchulen)、 高 等 経 済 職

業 学 校(H�ereSchulenf�wirtschaftliche

Berufe)、 高 等 農業 学 校(Lan(i-undforstwirts-

chaftlicheh�ereSchulen)で あ る。 高 等 技 術

学校 で は工 業 系 の職 業 教 育 が 、 高 等 商 業 学校 ・

高 等経 済 職業 学 校 で は商 業 系 の 職 業 教 育 が 、 高

等 農業 学校 で は 農業 系 の職 業 教 育 が 行 わ れ て い

る。各 学校 の 生徒 数 は、 高 等 職 業 教 育 学 校 の 全

生 徒 数134,609人 中、高 等 技 術 学校59,432人 、 高

等 商 業 学 校43,731人 、高 等 経 済 職 業 学 校27,852

人 、 高 等 農 業 学 校3,594人 とな っ て い る。 や や

商 業 系 が 多 い もの の、 工 業 系 と商 業 系 が ほぼ2

分 す る形 に なって い るこ とが わか る。 なお 、幼 稚

園 保 母 ・保 育 士 養 成 の た めの 学 校 も高 等 職 業 教

育 学校 の範 疇 に含 まれ る(生 徒 数 は9,ll8人)(27)。

高 等 職 業 教 育 学校 の入 学 者 の 出身 学 校 につ い て

見 る と、 一 般 教 育 高 等 学 校 下 級段 階25.3%、 基

87



佛教大学教育学部学会紀要 第8号(2009年3月)

幹学校57.9%、(留 年による)2年 目6.3%、 職業

訓練4.2%、 総合技術学校1.9%と なっている。

基幹学校の修了者が6割 を占め、一般教育高等

学校下級段階の修了者は4分 の1と 少数派であ

る。

3)中 等 職 業教 育 学 校

中 等 職 業 教 育 学校 は、4年 制 の 学校 で 職業 教

育 の み を行 う学校 で あ る。この学 校 に は、工 業 、

商 業 、 家 政 、 事 務 管 理 、 農 業 、 林 業 、 ホ テ ル 、

旅 行 な ど職 種 に応 じた コー ス が 用 意 さ れ て い

る(28)。コー ス に よっ て修 了 年 限 が異 な る ので 、

生 徒 数 は 学 年 が 上 が る ご と に減 少 して い くの が

特 徴 的 で あ る(29)。中 等 職 業 教 育 学 校 は 次 の 職

業 学 校 と レベ ル は ほ ぼ 同 じで あ る。 しか し、前

者 が 全 日制 で 後 者 が 定 時 制 で あ る こ と と、職 業

学 校 の 方 が 経 済 界 の 関 与 が 強 い こ とは 両者 の異

な る点 で あ る(30)。

中 等 職 業 教 育 学 校 は、 中等 技 術 学 校(Tech-

nischgewerblichemittlereSchulen)、 中等 商 業

学 校(Kaum舅nischemittlereSchulen)、 中 等

経 済 職業 学 校(MittlereSchulenf�Wirtschaft-

licheBerufe)、 中等 社 会 職業 学 校(Sozialberuf-

lichemittlereSchulen)、 中 等 農 業 学 校(Land-

undforstwirtschaftlichemittlereSchulen)の

5つ か らな っ て い る。 学 校 の 名 称 を見 る 限 りは

高 等 職 業 教 育 学校 とほ ぼ 同 じで あ るが 、 両者 は

大 き く異 な る。 高 等 職 業 教 育 学 校 は修 了 を す れ

ば大 学 入 学 資 格 を取 得 で き るの で よ り学校 に 近

い の だ が 、 中 等 職 業 教 育 学 校 は将 来 の 就 職 の た

め の 準 備 教 育 の 学校 、 つ ま り専 門 学校 に 近 い 学

校 なの で あ る。

各 学 校 の 生徒 数 は 、 中 等 職 業 教 育 学校 の全 生

徒 数52,468人 中、 中等 技 術 学 校16,661人 、 中 等

商 業 学 校12,167人 、 中 等 経 済 職 業 学校9,441人 、

中 等 社 会 職 業 学校1,489人 、 中 等 農業 学 校12,710

人 とな っ て い る(31)。生 徒 数 は 高 等 職 業 教 育 学

校 の 半 分 以 下 少 な い が 、 特 徴 と して社 会福 祉 職
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を目指す人のための学校があるという点と、農

業系のコースの生徒数が比較的多いという点を

見出す ことができる。入学者の出身学校 は、一

般 教育 高等 学校 下級段 階2.2%、 基 幹 学校

71.9%、(留 年による)2年 目6.7%、 職業訓練

7.1%、 総合技術学校7.0%で ある。基幹学校卒

業生が7割 を占めているのだが、総合技術学校

や職業訓練の出身者の比率が高等職業教育学校

と比べて多い。体育教師養成の学校も中等職業

教育学校に含まれる(生 徒数は3,396人)(32)。

4)職 業学校

(総合技術学校 ・職業学校準備コース)

(a)総 合技術学校

前期中等教育を修了した14歳 の子どもはす ぐ

に職業学校に行 くことはできず、最初の1年 目

だけは総合技術学校 という全 日制の学校に通わ

なければならない。その理由はオース トリアの

学校組織法で全ての子 どもは15歳 まで義務教育

が保障されているためである。つまり、前期中

等教育修了者の14歳(第9学 年)の 子どもが定

時制の職業学校に通 うことは学校組織法に違反

するのである。総合技術学校は職業学校に行 く

ことを希望する子 どもに対 して、1年 聞だけ法

律で定められた義務教育を行うための学校であ

る。総合技術学校は基幹学校の内部に設けられ

ている。

総合技術学校では、主に1年 後職業学校での

職種を選ぶための指導が行われる。必修教科の

内、国語 と数学は能力別のクラスに分けられ、

生徒の関心 ・志向に合わせた選択教科がある。

選択必修科 目として社会 ・経済 ・自然科学 ・技

術 ・農業などとゼミナールがあり、実際生活と

関連した学習をする。1989年 より英語が必修、

情報工学が選択教科 に加わった(33)。総合技術

学校の生徒数は全体の4分 の1に 満たないもの

の、教育内容はいわゆるキャリア教育に近いも

のである。総合技術学校の生徒数は在学期間が
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1年 問 しか ない こ と もあ っ て 、21,379人(2006・

07学 年)と 少 な め で あ る(34)。入 学 者 の 出 身学

校 は 、基 幹 学 校92.7%、(留 年 に よ る)2年 目

1.8%、 職 業 訓 練1.5%と な って お り、基 幹 学 校

出 身 者 が9割 以 上 を 占め て い る(35)。

(b)職 業学校

職業学校(Berufsschulen)は 定時制の学校

でデュアルシステム(職 業学校で勉強しながら

企業で職業訓練を受けるシステム)が 行われて

いる。総合技術学校で学校教育を終える者は、

200以 上の職種(工 業、商業、家政、科学、農業、

林業等)の 中か ら選択 した職種分野での見習い

(徒弟)資 格を得る。その後2年 から4年 間(職

種によって年限が異なる)は デュアルシステム

を受けることが義務づけ られている(36)。原則

として週1日 は理論的学習のために職業学校に

通学 し、他の日は見習いとして有給の職場に就

く。筆記ならびに実務試験に合格 し、卒業する

と熟練工の資格を得ることがで き(37)、その後

就職することになる。職業学校での教育内容は、

職種に関連 した専門の授業で全体の4分 の3を

占め、残 り4分 の1が 一般教育科 目(ド イツ語、

数学、外国語、政治、経営学など)に 当て られ

る(38)。職業学校 と中等職業教育学校は、レベ

ルは同じなのだが職業学校の方が 「家で仕事を

持っている子どもが通う学校」(39)である。一般

に就職を希望する子 どもの多 くは、高等職業教

育学校や中等職業教育学校に通う。職業学校の

学生数は133,625人 である(40)。そ して、職業学

校 は中等教育機関で唯一連邦教育省の管轄に

入っていない。企業の職業訓練を管轄する連邦

経済労働省が職業学校を傘下 に収めている。

デュアルシステムは、職業学校への通学 よりも

企業での職業訓練 にかける時間が長 く、経済界

の関与が強いからである。

以上のように、一般教育高等学校 ・高等職業

教育学校で修了試験(マ トゥーラ)に 合格 した

者は、後述する中等後教育機関や高等教育機関

に進学することができる。 しかし、中等職業教

育学校や職業学校の卒業生にも高等教育へと進

む道は開かれている。そのためにはマ トゥーラ

試験 とは、別の大学入学試験(Studienberechti

gungspr�ung)も しくは職業ギムナジウム修

了試験(Berufsreifepr�ung)に 合格 をするこ

とが必要である。佐々木によるとその受験資格

は中等職業教育学校に3年 間通学するか職業学

校(デ ュアルシステム)を 修了した者である(41)。

5)マ トゥーラ試験

マ トゥーラ試験 とは、一般教育高等学校もし

くは高等職業教育学校の卒業試験兼大学入学試

験のことを指す。試験は大 きく分けて一般教育

高等学校卒業者向けのAHSマ トゥーラと高等

職業教育学校卒業者向けのBHSマ トゥーラに

分 けることがで きる。BHSマ トゥーラは全マ

トゥーラ試験の60%以 上を占める。

AHSマ トゥーラは、3～4科 目の筆記試験

(言語は5時 間で、数学は4時 間)と 、3～7

科 目の口述試験(各 科 目15分～25分)か らなる。

筆記試験では、 ドイツ語 ・数学 ・外国語が義務

づけられる。4つ 目の科 目は第2外 国語、情報

処理、幾何学、生物学、物理学のどれかを選択

する。第11学 年以降に各学校でテス トが行われ

る。口述試験は、グループA(宗 教 または倫理、

ドイッ語、歴史と社会科、心理学 と哲学、音楽

教育、造形教育)・B(外 国語)・C(地 理学と

経済学、数学、幾何学、生物学と環境学、化学、

物理学、情報処理)の3つ のグループに分けて

行われる。最低でもグループBを 選ばなければ

ならない。 どの主題を選ぶのかは各学校に任せ

られる。

BHSマ トゥーラはAHSマ トゥーラとは別に職

業訓練が組み込まれる。つまり、BHSマ トゥー

ラは職業訓練を加味した卒業試験である。BHS

マ トゥーラに合格すると技師という称号 ととも

89



佛教大学教育学部学会紀要 第8号(2009年3月)

に、大学入学資格が与えられる。BHSマ トゥー

ラもAHSマ トゥーラと同様に学校 によって異

なる方針がとられている(42)。

マ トゥーラ試験の判定は筆記試験 と口述試験

の得点で行われる。1が 最良で5が 不可であ

る。そ して、マ トゥーラを取得 した者は、総合

大学 ・芸術大学 ・専門大学 ・教育大学といった

高等教育機関や、アカデミー ・コレークといっ

た中等後教育機関に進学することができる。最

後にマ トゥーラ試験 を経由する2つ の学校の卒

業生の進路の割合について見る。一般教育高等

学校の卒業生の進路は、2005年 段階で総合大学

70.9%、 専門大学9.5%と なっている。高等職業

教育学校の卒業生の進路は、総合大学31.9%、

専門大学10.4%(43)となっている。一般教育高等

学校の卒業生の多 くが総合大学に進学し、高等

職業教育学校の卒業生の過半数が大学に進学せ

ずに就職すると言うことができる。

5.中 等 後 教 育(3年 間)

中 等 後 教 育 機 関 とは 、 中 等教 育機 関修 了者 が

進 学 す る学校 で 、 大 学 で は な い 学校 の こ とを 言

う。大 き く、 ア カデ ミー(Akademien)、 コ レー

ク(Kolleg)、 技 術 専 門 学 校(Gewerbliche

undtechnischeFachschulen)に 分 か れ る。

1)ア カ デ ミー

ア カデ ミー は専 門 職 養 成 の た め の教 育機 関 で

あ る。 年 限 は3年 間 であ る。大 きく分 け て、教 員

養 成 ア カデ ミー(AkademienderLehrerbildung

undErzieherbildung)と 職 業 教 育 ア カ デ ミー

(BerufsbildendeAkademien)と 医 療技 術 者 養

成 の ア カ デ ミー(AkademienderimGesund-

heitswesen)が あ る。 こ の 内 、教 員 養 成 ア カ

デ ミー は2007年10月 教 育 大 学 に格 上 げ され 、 職

業 教 育 ア カデ ミー も大 半 が 専 門 大 学 へ 移行 した

た め 生 徒 が ほ とん どい な い 状 況 で あ る(2006・
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07学 年で25人)。2008年 現在、実質的に医療技

術者養成のアカデミーのみとなっている。この

学校で養成される医療技術者とは、医者や看護

師以外の医療補助者、例えば放射線技師や作業

療法士やリハビリの技術者といった専門職のこ

とを言う。生徒数は3,944人である(44)。

2)コ レーク

コレークは2年 間(4セ メスター)の 教育機

関である。主に職業教育を受けた経験のない一

般教育高等学校の修了者に職業教育の上級 レベ

ルの教育を行う学校である。技術 ・商業 ・家政

などの分野がある。規模は小 さく全生徒数は

(2002・03学 年で)2,320人 となっている(45)。

3)技 術 専 門 学 校

技 術 専 門学 校 は ア カ デ ミー や コ レー ク とは入

学 条 件 に お い て 大 き く異 な る 。 この 学 校 は マ

トゥー ラ で は な く、 中等 職 業 教 育 学 校 か 職 業 学

校 の修 了証 を入 学 条 件 に して い る。 つ ま り、 同

じ中 等後 教 育 機 関 の 中 で も ア カ デ ミーや コ レー

ク よ り も格 下 で あ る。2年 間 の学 校 で、 主 に技

術 系 の 中等 職 業 教 育 学 校 も し くは職 業 学 校 の 修

了者 が さ らに技 術 を高 め る た め の学 校 で あ る 。

技 術 専 門 学 校 は 職 工 長 学 校(Werkmeister-

schulen)と マ イス ター学 校(Meisterschulen)

と手 工業 学 校(Bauhandwerkerschulen)か らな っ

てい る。 そ れ ぞ れ の学 校 の 生 徒 数 は、 職 工 長 学

校2,872人 、 マ イ ス ター 学校299人 、 手 工 業 学 校

578人 とな っ て い る(46)。工 場 の職 工 長 を 目指 す

者 や マ イ ス ター を 目指 す 者 が 来 て い る こ とが わ

か る 。 これ らの学 校 は マ イ ス タ ー 資格 の獲 得 を

目指 す ドイ ツ の専 門学 校(Fachschulen)に 近

い学 校 で あ る。

6.高 等教育(Terti舐stufe)

高等教育機関は大 きく総合大学(芸 術大学
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Universit舩enderK�steも 含 ま れ る)、 専 門

大 学 、 教 育 大 学 の3つ か ら な る。

1)総 合 大 学(Universit舩en)

総 合 大 学 とは、1365年 の 設 立 の ドイ ッ語 圏 で

現 存 す る最 古 の大 学 で あ る ウ ィ ー ン大 学 を は じ

め と して工 科 大 学 ・鉱 業 大 学 ・農 業大 学 な どの

大 学 の こ とを言 う。 大 学 数 は、 国立 が22大 学 、

私 立 が10大 学(47)あ る。 学 生 数 に つ い て は、 国

立 が224,063人 、 私 立 が3,872人 とな っ て い る。

全 高 等 教 育 機 関 の 学 生 数 が259,605人 で あ る こ

とを考 え る と、 オ ース トリ ア の高 等 教 育 機 関で

最 も 多 く の 学 生 が 通 う 教 育 機 関(全 体 の

87.8%)で あ る(48)。

大 部分 の総 合 大 学 大 学 の年 限 は6セ メス タ ー

(3年 間)の バ チ ェ ラ ー ・コ ー ス と4セ メス タ ー

(2年 間)の マ ス ター ・コー ス か ら な る。 こ の

他8-12セ メ ス ター(4-6年 間)の デ ィ プ ロ ー

ム ・コー ス も あ る(49)。バ チ ェ ラー ・コー ス の

修 了 者 は学 士(Bachelor)を 、 マ ス タ ー ・コ ー

ス の修 了者 は修 士(Master)を 、デ ィプ ロ ー ム ・

コー ス の 修 了 者 は デ ィ プ ロ ー ム(Diplom)を

そ れ ぞ れ得 る こ とが で きる。 マ ス タ ー も し くは

デ ィプ ロー ム の 修 了 者 は博 士 課 程(Doktorats-

studium)(3年 間)に 進 む こ とが で きる。 博 士

課 程 に2年 以 上 在 籍 し て博 士 論 文 を 提 出 す れ

ば 、 口 頭 諮 問 を経 て博 士 号 を取 得 す る こ とが で

きる 。

また、総 合 大 学 の 意 思 決 定 過 程 につい て だが 、

1970年 代 以 降 す べ て の分 野 に お い て協 議 体 を持

つ よ う にな っ た 。そ れ は正 教 授 、そ の 他 の 教 員 、

学 生 、 職 員 か ら構 成 され て い る もの で あ り、 理

事 会 、 学 部 会 議 、 学科 会議 、研 究所 会議 、 病 院

会 議 な どが 該 当 す る 。 学 生 の勉 強 に 関 して は教

務 委 員 会 が 置 か れ て い る 。 この 他 に も人事 委 員

会 、 教 授 資 格 審 査 委 員 会 、 図 書 委 員 会 な どが あ

る(50)。国立 の総 合 大 学 入 学 者 の 出身校 につ い て

見 る と、全 入 学 者 数209,416人 の 内最 も多 い の が

一般 教 育 高 等 学校 の106
,346人(50.8%)で あ る。

高 等職 業 教 育 学 校 の52,245人(24.9%)が 続 く。

マ ト ゥー ラ試験 を経 由せ ず に入 学 した 学生 で最

も多 い の は、外 国 の修 了試 験33,833人(16.2%)

で あ る。他 に は職 業 ギ ム ナ ジ ウ ム修 了 試験 の合

格 者3,242人(1.5%)、 ア カ デ ミー2,907人

(1.4%)、 大 学 入 学 資格 を持 っ て い な い 者2,506

人(1.2%)が い る(51)。

2)専 門 大 学(Fachhochschulen)

専 門大 学 は1994年 秋 セ メ ス ター か ら開始 され

た 大 学 で あ る。 大 学 の 数 は18あ り、 学 生 数 は

28,426人 とな っ て い る。 学 生 数 は オー ス トリア

全 体 で は全 体 の10.9%ほ どで あ る(52)。教 育課 程

は6セ メス ター(3年 間)の バ チ ェ ラー ・コー

ス と4セ メス ター(2年 間)の マ ス ター ・コー

ス か らな って い る。 た だ 、 一部 の コー ス で は8

-10セ メス ター(4-5年 間)の デ ィ プ ロー ム ・

コ ース が 残 され て い る。総 合 大 学 と同様 に、 バ

チ ェ ラ ー ・コー ス の修 了者 は 学士 を、マ ス タ ー ・

コ ース の修 了 者 は修 士 をそ れ ぞ れ得 る こ とが で

き る。 デ ィ プ ロー ム ・コー ス の修 了者 は デ ィプ

ロ ー ム の後 ろ にFHが つ く(53)。全240コ ー ス 中 、

バ チ ェ ラー ・コー ス が166、 マ ス ター ・コー ス

が62、 デ ィプ ロー ム ・コー ス が12と な って お り、

大 半 が バ チ ェ ラー ・コース で あ る(54)。専 門 大 学

の コー ス の 職 業 分 野 は、 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー

(Biotechnologie)、 医 療(Gesundheit)、 情 報

(lnformation)、 防衛 と安 全(Landesverteidigung

&Sicherheit)、 社 会 福 祉(Soziales)、 技 術 系

(Technik&Ingenieurwissenschaften)(内 部 で

は建 築 技 術 、電子 技 術 、情 報処 理 学 、生 産 技 術 、

環 境 技 術 に分 か れ て い る)、電 子 情 報 通 信(Tele-

kommunikation)、 観 光旅 行(Tourismus)、 経

済 と 経 営(Wirtschaft&Management)、 経 済

と技 術(Wirtschaft&Technik)か ら成 って い る。

専 門大 学 と総 合 大 学 との 違 い は大 き く分 け て

3つ あ る。1つ 目 は、 総合 大学 よ りも実 践 的 な
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教育が行われることである。専門大学のカリ

キュラムでは選択科 目がな く全科 目必修であ

る。特にバチェラー・コース6セ メスターの内、

1セ メスター分は実践課程つまり企業で職業訓

練を受ける課程(い わゆるインターンシップ)

に充てられる。

2つ 目の違いは運営主体である。総合大学は

連邦政府が運営する国立であるのに対 し、専門

大学は企業などが出資 して設立 した財団が運営

するため、法律的には私立の大学である。 しか

し、財政の多 くは州政府か らの補助金に依存 し

ているため、実質的には公立である。また専門

大学は労働市場に対応 しているかをチェックす

るために、各 コース単位で専門大学審議会によ

る評価を受ける。 もしその時に不合格であった

のならば、 もう1回 審査を行って、それでも不

合格であるのならば認可を取 り消す という形を

取っている(55)。

3つ 目の違いは博士課程が設けられていない

ことである。専門大学は高等教育機関ではある

が、総合大学 としての地位を持たず、総合大学

の学習 との互換性 もない。そのため、専門大学

を修了後に博士課程への進学を希望する学生

は、総合大学の ドクター ・コースに編入する必

要がある(56)。

また、バチェラー ・コースは昼間 ・夜間に授

業が行われているのに対 して、マスター ・コー

スは夜間にのみ授業が行われる。つまり専門大

学はバチェラー ・マスターともに夜間に開講さ

れていることから、仕事を持っている社会人向

けの継続教育 も行 う大学である。専門大学入学

者の出身校 は全入学者数28,426人 の内大学入学

資格 を持った学生は26,422人(93%)で 、持っ

ていない学生 は2,004人(7%)で ある。大学

入学資格を持っている入学者の中で最 も多いの

が高等職業教育学校の13,919人(49%)で 、一

般教育高等学校の8,838人(31.1%)が 続 く。マ

トゥーラ試験 を経由せずに入学 した学生で最 も
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多 い の は、 外 国 の 修 了 試 験1,792人(6.8%)で

あ る 。職 業 ギ ム ナ ジ ウ ム修 了 試 験 の 合 格 者1,792

人(6.9%)と 総合 大 学 に比 べ る と多 め で あ る(57)。

3)教 育 大 学(P臈agogischeHochschulen)

教 育 大 学 は2007年10月 に 教 員 養 成 ア カ デ

ミー(58)が昇 格 し て 成 立 した 高 等 教 育 機 関 で あ

る。 教 育 大 学 で は 、(一 般 教 育 高 等 学 校 を 除 く)

6歳 か ら14歳 まで の 学校 の教 師 が養 成 され 、4

つ の コー ス(国 民 学校 、基 幹 学校 、 職 業 学校 、

高 等 ・中 等 職 業 教 育 学校)が あ り、 主 と して教

育 方 法 が 教 え られ て い る(59)。一 般 教 育 高 等 学

校 の 教 員 養 成 は総 合 大 学 の教 育 学 部 で行 わ れ 、

幼稚 園 ・体 育 の教 員 養 成 は後 期 中 等教 育段 階 に

行 わ れ る。 そ の他 、 現 職教 員 の継 続 教 育 も行 っ

て い る。現 職 教 員 の 割合 は全 体 の20%ほ どい る。

た だ し、 その場 合4年 間 の経 験 が 必 要 であ る(60)。

教 育 課 程 につ い て は 、教 員養 成 ア カ デ ミー で

は8セ メ ス ター ・4年 の コー ス で あ っ た のだ が、

教 育 大 学 で は6セ メ ス タ ー ・3年 の バ チ ェ ラ ー ・

コー ス に 変 わ った 。 教 育 大 学 は基 本 的 にバ チ ェ

ラー のみであ る。ウイー ン、グラー ツ、リンツ といっ

た オース トリア の主 要都 市 で は 「教 育 経 営 と学 校

発 展 」(BildungsmanagementundSchulent-

wicklung)と い う名前 のマ ス ター ・コースが 設 置

され て い る。他 の教 育 大 学 の マ ス ター ・コ ース

や 博 士 課 程 につ い て は 、 総合 大 学 の 教 育 学 部 と

協 力 す る形 で 行 わ れ て い る 。教 育 大 学 は オ ース

トリ ア に は14校 あ り、 そ の 内 、 公 立 が7校 で、

私 立 が7校 あ る。 私 立 の教 育 大 学 は カ ト リ ック

系 で あ る(61)。

入 学 条 件 は ドイ ツの ア ビ トゥー アか マ トゥー ラ

でAレ ベ ル を取 る 必 要 が あ り入 学 は 容 易 で は な

い。 さ らに 、 高等 職 業 教 育 学 校 ・中 等 職 業 教 育

学 校 ・職 業 学 校 の 教 員 養 成 コー ス に入 学 を希 望

す る者 は専 門の 職 業 訓 練(最 低 で もマ イス ター

試 験 の 合 格)と2年 間の 実 践 が 必 要 で あ る(62)。

教 育 大 学 の学 生 数 は、 全 体 の 約3分 の2が 女 性
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で、3分 の1が 男 性 とな っ て い る。 学 生 数 は、

11,535人 で あ り、 総 合 大 学 ・専 門大 学 と比 べ る

と少 な い。

まとめと課題

本論文ではオース トリアの教育制度の全体を

概観 してきた。初等教育 こそ ドイッと共通する

ものの、中等教育 ・高等教育は全 く異なること

がわかった。前期中等教育の最初の年(第5学

年)に 一般教育高等学校下級段階(通 称ギムナ

ジウム)と 基幹学校に分かれ、この時点で実質

的に将来の進路が決まる。後期中等教育の段階

では、一般教育高等学校上級段階、高等職業教

育学校、中等職業教育学校、職業学校の4つ の

進路に分かれるものの、前2者 が大学進学向け

の コース、後2者 が卒業後就職するコース と

なってお り、2分 する構造は基本的にはあまり

変わらない。高等教育においては、1980年 代 ま

では総合大学のみの一元的制度であったが、

1990年 代に専門大学 ・教育大学が設立された。

ドイツの大学改革と比べると時期的には20年程

度遅い。

近年オース トリァでは、高等教育分野で大規

模な改革が進行 している。1994年 の専門大学の

新設に始 まり、2002年 の総合大学の法人化、

2007年 の教員養成アカデミーの教育大学への昇

格がそれに当たる。これからもオース トリアの

教育から目が離せないであろう。今後の課題と

しては、本来の研究分野である高等教育、特に

専門大学に的を絞った研究をしていく必要があ

る。

【注 】

(1)2008年3月18日(火)に ハ ンス ・ペ ヒャー ラ教

授 にイ ンタビュー をお こなった。ペ ヒャー ラ氏

は、長年オース トリア連邦学術省 に勤めてい た

こともあ り、 オース トリアの教育 制度 と総合大

学 につ い て 質 問 に対 し、 適 切 な 解 答 を い た だ い

た。19日 に は 、 ウ ィー ン教 育 大 学 の イ ボ ・ゾ フ

(lvoZopf)教 授 とモ ニ カ ・ブ ラ シ ュ ケ(Monika

Blaschke)女 史 に イ ン タ ビュ ー を 行 っ た。 主 に

オ ース トリ ア の教 育 制 度 一 般 と教 育 大 学 に つ い

て の 質 問 を行 っ た。20日(木)に オー ス トリ ア

専 門大 学 審 議 会(Fachhochschulrat)の クル ト ・

ゾ ー ム(KurtSohm)氏 と ミ カ エ ル ・G・ ク ラ

フ ト(MichaelG.Kraft)氏 に イ ン タ ビュ ー を

行 っ た。 ク ラ フ ト氏 に は専 門 大 学 審 議 会 に つ い

て の プ レゼ ン テ ー シ ョ ンを して い た だ き、 ゾ ー

ム氏 に は1994年 に新 設 さ れ た ば か りの専 門 大 学

を 申心 に高 等 教 育 制 度 の 話 を伺 った 。

ペ ヒ ャー ラ氏 は 、 連 邦 政 府 が 高 等 教 育 を主 体 的

に 担 うべ き と の立 場 で あ り、 そ れ に対 し(専 門

大 学 審 議 会 の)ゾ ー ム氏 は民 間 企 業 が 高等 教 育

に 積極 的 に 関与 す る べ き と い う立 場 で あ った 。

偶 然 で あ るが 、 相 反 す る 考 え方 を持 つ 人 に イ ン

タ ビ ュー を す る こ とが で き た の は 良 い 経 験 で

あ っ た。

(2)ド イ ツ と比 べ 、 オ ー ス トリ ア は人 口 ・経 済 規模

が 小 さい こ と もあ り、教 育 に関 す る 出 版 物(日

本 語 ・ドイ ツ語 文 献 と も に)は 少 な い。 しか し、

最 近 高 等 教 育 に 関す る 出 版 物 は多 く出 され て い

る。 そ の 背 景 に あ る の は1980年 代 後 半 か らオ ー

ス ト リ ア の 高 等 教 育 政 策 に 対 す る 批 判 が 強 ま

り、 改 革 に つ い て の 議論 を され た こ とが 影 響 し

て い る。 ペ ヒ ャー ラ教 授 に よ る と、 現 在 に お い

て も高 等 教 育 政 策 をめ ぐる 議 論 が 、 本 ・雑 誌 ・

新 聞 を 通 し て 行 わ れ て い る と の こ とで あ る。

KurtSohmI)ieGenesedesFachhochschul-

StudiengesetzesS.45,2007;inJ�gMaxkowitsch
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